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ー補足資料ー

1
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平成３０年 ５月３１日 環境審議会環境企画部会（骨子案）

７月１２日 環境審議会環境企画部会（素案）

８月下旬

～９月上旬 環境審議会環境企画部会（答申案）

９月 下旬 答申

１０月上旬 県民政策コメント（１か月）

１１月議会 定例会議に策定状況報告

平成３１年 ２月 議会 定例会議に上程

策定のスケジュール
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経済

社会

環境

地域環境への投資地域からの
自然の恵み

県外・国際社会地球環境

「環境」「社会」「経済」の循環①
高度経済成長期以前（～１９６０頃）

支える
偏りなく

負荷

負荷
地球からの
自然の恵み

活かす

地球環境への投資

守る



経済

社会

環境

地域環境への投資

県外・国際社会地球環境

「環境」「社会」「経済」の循環②
公害と富栄養化の時代（～１９８０年頃）

負荷

守る
支える

偏りなく

負荷

地球環境への投資

活かす

地域からの
自然の恵み

地球からの
自然の恵み



経済

社会

環境

地域環境への投資

県外・国際社会地球環境

「環境」「社会」「経済」の循環②
公害と富栄養化の時代（～１９８０年頃）

負荷

守る
支える

負荷

地球環境への投資

活かす

地域からの
自然の恵み

地球からの
自然の恵み

水質汚濁
富栄養化

大気汚染

生態系破壊
獣害

地球温暖化

第一次産業
の衰退

地域文化
の衰退

在来魚減少
外来種増加

資源の枯渇 貧困



経済

社会

環境

地域環境への投資地域からの
自然の恵み

地域の小さな循環を
たくさん創る

県外・国際社会地球環境

地球環境への投資
地球からの
自然の恵み

「環境」「社会」「経済」の健全な循環
（基本的な姿）

～「将来の姿」はこの「健全な循環」のもとで実現される～

負荷

活かす

支える
偏りなく

負荷

守る







「施策のつながりテンプレート」の意義

• 「施策のつながりテンプレート」を通して
• 施策間のつながりを見える化し
• 分野別計画において
• 施策・取組の方向性を整えることにより
• 施策間で生じるトレードオフを解消させ
• 同時に相乗効果を高め
• 分野別計画の目標を達成することによって
• 全体として「環境」「社会」「経済」の健全な循環と
• 目指すべき「将来像」を実現するもの



健全な循環の三つの側面
• 過不足のない循環
・搾取はしない ・必要十分な ・身の丈に合った

• 滞りのない循環
・スムーズに回り続ける ・利益を環境への投資に回す

• 偏りのない循環
・赤潮,水草,外来魚等に現れるバイオマスの偏りがないように

滋賀らしい「地域の小さな循環」で支える



（環境）

（社会）

（経済）

ＳＤＧｓおける
「環境」「社会」「経済」のつながりのイメージ

＜参考＞

PARTNERSHIP
（人）



「活かす」のカテゴリー分け（案）

環境への影響少
（剰余をいただく）

環境への影響大
（資源の搾取）

日
常
的
利
用

非
日
常
的
利
用

観光
レジャー

農業
工業

漁業
林業

学術研究

※活用の内容は「琵琶湖保全再生に向けた活用のあ
り方」第２章を参考に選定

湖上交通

景観
文化

環境教育
環境学習

スポーツ
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

健康
癒やし

暮らし

国際貢献
国際交流

こ
ち
ら
に
シ
フ
ト
さ
せ
る

こ
ち
ら
に

シ
フ
ト
さ
せ
る

こ
ち
ら
に

シ
フ
ト
さ
せ
る

高度経済成長期前の活用

公害・富栄養化時代の活用



分 野 分野別計画等

・滋賀県環境学習推進計画

・滋賀県産業振興ビジョン
・環境こだわり農業推進基本計画

・琵琶湖保全再生施策に関する計画
・マザーレイク２１計画
・琵琶湖に係る湖沼水質保全計画

・生物多様性しが戦略
・琵琶湖森林づくり基本計画

・滋賀県低炭素社会づくり推進計画

・国が設定している環境基準
・各種公害規制 等

・滋賀県廃棄物処理計画

など

施
策
の
つ
な
が
り
テ
ン
プ
レ
ー
ト

環境学習による人育て

産業における環境保全の取り込み

琵琶湖の保全再生

生物多様性の保全

低炭素社会づくりの推進

環境リスクの低減

循環型社会づくりの推進

目標

持
続
可
能
な
琵
琶
湖
環
境
の
恵
み
を
育
み
活
力
あ
ふ
れ
る

循
環
共
生
型
社
会
の
実
現

～
「環
境
」「社
会
」「経
済
」の
健
全
な
循
環
の
構
築
～

○「施策のつながりテンプレート」の意義
・「施策のつながりテンプレート」を通して施策間のつながりを見える化し
・分野別計画において施策・取組の方向性を整えることにより
・施策間で生じるトレードオフを解消させ同時に相乗効果を高め
・分野別計画の目標を達成することによって
・全体として「環境」「社会」「経済」の【健全な循環】と【目指す将来の姿】を実現するもの

「施策のつながりテンプレート」の使い方（イメージ）

・琵琶湖の水質をはじめとする環
境が良好に保たれている

・魚介類をはじめとする自然から
の「恵み」があふれている

・人々の活動や産業活動に「活
力」がみなぎっている

・自然の恵みが暮らしに取り込ま
れている

・人と人、自然と人とが触れあう
「つながり」が回復している

・環境リスクが低減され、「安全・
安心」な状況である


